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1. はじめに

 「こわい」「できない」「はずかしい」などの理由で、マット運動が嫌いだと答える子ど

もが多い。このように子どもをマット嫌いにさせた原因は、子どものマット運動に対する

基礎感覚の欠煤翌竚o験不足、科学的、系統的指導がなされていなかったり、同じ「技」の

一方的指導が強く、自発的学習がなされていないことなどが考えられる1)。

 何年生になっても前転や後転ばかりをくり返して学習するような授業では、おもしろい

はずがなく、かといって、基礎的な感覚や技能を身につけていない段階で、側方倒立回転

や頭はねおきをいきなり学ぶというのは、子どもが恐怖を感じマット運動を回避すること

になるだろう。マット運動は系統的に学習されるべき内容をもっており、基礎になる感覚、

基礎になる技能をしっかり身につけ、その上で系統的に学習していけば、っぎつぎと難し

い技が習得されていくものである2)。こう考えてくると、子どもたちはマット運動が嫌い

になったのではなく、嫌いにさせられた観がますます大きくなってくる3)。

 マット運動は、いろいろな「技」に挑戦し、それを達成したときの楽しさや喜びを味わ

うことのできる個人的な運動である。したがって、「技」の達成を容易にするための段階

的指導や場づくりには十分に配慮し、できるだけ多くの技が達成できる喜びを味わえるよ

うにすることが大切である4)。

 そこで本小論では、器械運動の中でもマット運動に焦点をしぼり、「技」が「(達成)で

き」、発展していく道筋一「技」の系統性を身体の使い方やそれに伴う運動の技術といっ
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た観点から整理し、検討することを目的とした。

2 現行の学習指導要領・指導書体育編にみる「技」の系統性とその問題点

(1)学習指導要領・指導書における器械運動およびマット運動の取り上げられ方

  小学校指導書体育編(文部省)5)によれば、「器械運動は、マット、鉄棒、跳び箱書

 の器械・器具を使った「技』に挑み、それを達成したときの楽しさや喜びを味わうこと

 のできる個人的な運動である。器械運動の特性は、『技』の達成を目指す運動といえる。」

 と、また、「マット運動は各種の回転と平均立ちなどの技群で運動の内容を構成してい

 るが、これらの中から自己の能力に適した技を選び、その技がある程度正確にできるよ

 うにするとともに、同じ技を繰り返したり、2，3の技を組み合わせたりすることがで

 きるようにすることが大切である。」とその内容とねらいが表されている。

  このように、指導要領(及び指導書)では、器械運動の基本的特性を「技の達成」と

 して捉え、「技の達成」を目指すことが困難な初歩的な段階では「障害克服」の要素も

 大切にすべきだとする立場をとっている。「技の達成」の広がりの中に物的障害の克服、

 美的表現等、いろいろな課題や楽しさの要素が認められ、学習者の発達段階に応じて、

 異なった側面が強調されてよいし、その方が豊かな学習を可能にすることができる6)。

  また、「同じ技を繰り返したり、2，3の技を組み合わせたりすること」を主内容に

 している。器械運動の楽しさや喜びは、「自分に合った課題(努力すればできそうな課

 題)」に取り組んで、「できた」あるいは「上手にできた」という達成の喜びを体得でき

 るように指導することが大切なのだという観点に立つと、課題の選択の幅も広がり、そ

 れだけ個人差に応じた指導が可能になると考えられる7)。当然のことであるが個々の技

 の達成・習熟のうえにより質の高い技の組み合わせができる8)。

  さらに、体育の運動領域上での「マット遊び」「マット運動」の位置づけは次のよう

 に取り扱われており9)、1・2・3年生は、「基本の運動」の「器械・器具を使っての

 運動」の中で、「マット遊び」は取り上げられている。また、4・5・6年前は、「器械

 運動」の中で、「マット運動」が取り扱われている。

(2)指導書体育編における「技」

  次に、「基本の運動」「器械運動」領域の中で、「マット運動」に関わる学年別内容を

 まとめてみると次表のようになっている10)。

表2-1 基本の運動・器械運動領域におけるマット運動の学年別内容

基本の 1. 2年 マットを使って、各種のころがる動きをする。

運動 3 年 マットを使って、各種のころがる動きをする。

マット上で各種の回転や平均立ちなどの技群から自己の能力に適した電
器 ア

4 年 を選び、その技がある程度正確にできるようにするとともに、さらに同
o

械
マ

じ技を繰り返したり、2，3の技を組み合わせたりする。

運
ζ マット上での各種の回転や平均立ちなどの技群から自己の能力に適した

動

運動

5. 6年
技を新たに加えて選び、それらの技がある程度正確にできるようにする

ﾆともに、さらに同じ技を繰り返したり、2，3の技を組み合わせたり

する。
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 ここでは、「基本的な事項を示すにとどめ、その具体的な内容は学校や教師による創意、

工夫に期待することにしている」1量)とされている。それを前提とした上で、指導書には前

述の内容に沿って具体的な「技」が、例示という形で数種類示されている12)。ただし、「

学年別の技能の内容に示された『技』の例示は、個人の能力に適した技を選ぶためのめや

すである」13)とされている。したがって、「技」に関して多種多様なものを授業や子ども

の実態に応じて取捨選択できるといえよう。その例示された「技」を学年毎に整理してみ

ると次のようになっている14)。

表2-2 学年別の例示「技」

1. 2年 3 年 4 年 5. 6年

いろいろな方向へ 横ころがり ・回転する技 ・回転する珍

いろいろな形態で 前ころがり 側転 側転   前転

ころがる 後ろころがり 前転 開脚前転  伸膝前転

側方ころがり 開脚前転 跳び前転  後転

(前後軸の回転) 後転 開脚後転  伸膝後転

開脚後転 頭はねおき 側方倒立回転

・バランスを ・バランスをとりながら静止

とりながら する技

静止する技 首倒立   頭倒立

首倒立 倒立

頭倒立 片足水平立ち

片足水平立ち 片足旋回

・技の組合せ ・技の組合せ

軽く走って一 前転一跳びひねり一

前転一開脚前転 開脚後転一後転

側転一側転 軽く走って一跳び前転一

後転一開脚後転 前転一側方倒立回転

(3)例示「技」における問題点

 指導書の内容や例示をみると、低・中・高学年における技の系統性、技の技術構造(構

造的特性)、技の系統的な指導磨浴A言い換えれば、低学年で取り組む技が高学年の技にど

のように発展していくか。また、その技のポイントは何か。あるいは、その技ができるよ

うになるためには、どのような系統的な指導をしていけばよいか。などが明確ではない。

 もう少し詳しく述べると、例えば、マット遊びでは内容の例示として、「いろいろな方

向へ、いろいろな形態でころがる」ことがあがっている。ころがることにおいては前後、

左右、斜めと体をとりまく360度の方向に対して、自由にころがれる感覚を養うことが何

よりも大切であり、ころがる経過で体の伸び縮みの動作はすべての動きの基本になる15)。

で前へのころがり方に挑戦させるかを明らかにし、その時にだれにでもできるようなもっ

とやさしい動きをたくさん用意して、自然に前転の技に近づけるような方磨翌�lえること

が望ましい16)。のであるが、指導書では具体的に示されていない。

 マット運動の技は、いくつかの技がまとまりをもち、基礎技、類似技(フメ翼~リー)、
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応用技、発展技というように深い関係を保っている。しかし、このような体系や系統を無

視して学習すれば、学習の成果が期待できないばかりか安全面からも問題が多くなってく

る。'7)どんな技を、いっ、どの順序で教えるかは技の系統性をよく理解した上できめださ

れるもので、基本技の技能を身につければ、いくつかの発展技を系統的に学習できるよう

にしなければならない。そして、目標技が決定されると、子どもたちが意欲的に取り組み、

学習の成否のフィードバックがそのつどできるように、その技の習得のための段階はでき

るだけスモールステップに設定する必要がある。このように体系論的立場からのカリキュ

ラムを作成することは、技の系統性や学習の段階性を考慮したカリキュラとなり、効果的

な指導磨翌竓w習者を意欲的に取り組ませるために不可欠なものとなる'8)。

3. マット運動における「技」の系統的課題づくり

(1)準備段階(基本の運動)としてのマット遊び

 〟落qどもの発達特性と準備的段階の運動

 低学年の児童の特徴は、〟莱^動求濫¥が未発達である。(神経・感覚器系、骨格・筋肉系、

循環・呼吸器系)②未発達な運動求濫¥でも、特に神経・感覚器系の発達が著しい時期であ

る。(年齢が進むにつれて獲得が困難となる)③身体活動そのものに楽しさを見いだす。

④創造性、独創性に富む。⑤自己中心的で集団とのかかわりが希薄である19)。などである。

 基本の運動では子どもたちが、後の学年や学校段階においても継続して行われるような

系列性・発展性のある運動がカリキュラムの中心に位置づけられる必要がある20)。また、

マット遊び(1・2・3年)の学習指導においては、「自分の力にふさわしい課題をもっ

て各種のよりよい動きに挑み、それを達成した時の楽しさ」を味わわせるために、いろい

ろな場を工夫し、技能にとらわれることなく、遊びの中で多様な動きを体験させることが

重要になり、工夫した場でいろいろな動きを広め、高め、工夫させるように指導する必要
がある21)。

 各種運動の種目はそれぞれ技術の系統が考えられ、・基礎技術と呼ばれるものから順次高

度な技術への発展が位置づけられている。これまで基本の運動があいまいな教材としてと

らえられてきたのは、何のためにするのか、高学年の運動領域から見て低学年で育ててお

かなければならない能力は何か、ということがはっきりしていなかったからである。基本

の運動を高学年の運動領域から見て、どんな動きをいっさせておけばよいのかという視点

でおさえ、内容の系統性を重視し、必要な動きを明確にしておくことは大切である22)。

 マット運動のもつおもしろさ、「より広い表現空間を獲得し自己を表現するおもしろさ」

を味わわすためには、まず、この運動に必要な感覚を低学年のうちに養っておかなくては

ならない。その感覚は、マット運動では腕支持の感覚や逆さ感覚、背中を反らせたり丸め

たりする感覚、重心移動の感覚であり、これらの感覚を習得されるように意味のある遊び

(運動)を経験させることが大切になる23)。

 ②準備的段階の運動課題づくり

 マット運動につながるいろいろな運動感覚を身につけることができるようにすることを

ねらいとして、遊びの中で多様な動きを体験できるように、しかもそれらの動きを難度や

関連性を系統的に並べてみた。ここでの技の名称(マット運動で表示する技とは意味が異

なる)・イラストは藤井・大貫24)、立木25)の示したものを引用・参考とした。
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動  物  遊  び ゆ  り  か  ご

1

1イヌさん

蒸撚雁
1

膝をかかえたゆりかご

1

2

ゾウさん

2

手を膝にあてたゆりかご

＠
2

3

ウマさん

燕潔く翻
3

斜面を利用したゆりかご

＠  ∠   、 3

4

シャクトリムシさん

H・欝臨
4

背支持倒立からのゆりかご

4

5

アザラシさん

論遜
5

しゃがんだ姿勢からのゆりかご

＠     一

M滅鵡
5

6

ヘビさん

齔ﾝ雌就
6

ゆりかごから手をつかないで立

ﾂ  〆齢・誌」 蓄. 6

ウサギさん

7 横・うが・1 7

黍樋壼

8

カエルさん
1

手足を

Q三無
8

両手を

Oで組んで         9

ｱろがる
2 翻

9

カニさん

＠ブリッジ  ②逆ブリッジ

oL壷 3

腕や足を

ﾈげて

ｱろがる
鞭. 

9

手や足を

g宏認て翫4

10

5

伸びたり縮

�ｾりして

ｱろがる 脅亀 6

2人組でころがる  一

＠丸太

＠ころがし

一

6

②手をっないで

＠ころがる

B足を持って

＠ころがる

一一

6

水平

＠右足を上げる

p②左足を上げる 7

横水平バラ

＠斜前倒

＠ 戸

 さ

首さかだち

(背支持さ

 かだち)

かだち遊び

かえるさか

だち

かえるの

足たたき

頭さかだ

ち(3点

倒立)

かべ

のぼり

さかだち

かべさか

だち(か

べ倒立)

かべさか

だち片手

はなし

補助さか

だち(補

助倒立)

さかだち歩き

(倒立歩き)

さかだち

(倒立静止)

蓋

玉

鐙
蓋

lli｝ig

豊

②横水平 ③横側倒

セ督き
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バランス遊び

1

2

3

4

5

8

座位

〟絡ｶ右開脚座

韮
②前後開脚座

V字

〟絡?ﾉ手

 をつく

②両手を

 開く

③足を

 持つ

愈

翌
量

開脚

〟卵O後  ②左右

丞
③開眼  ④閉眼

直立片足平均立ち

〟藍ﾐ足前  ②片足後ろ

掌ズ

ー掌
Y字

〟莱E足を

 上げる

②左足を上げる

倒立

〟頼J脚②閉脚③屈伸

経整



側 方 こ ろ が り 風車(側転遊び) 前 こ ろ が り 後ろころがり

1

手と足を浮かして横ころがり

＠    か
1

垂

両手をついた川とび

＠   席歴黍 1

小さく前ころがり

m恥・一盛

小さく後ろころがり

＠  聾翻

2

手とひざをついて側方ころがり

J懸墨
〟藍落ﾔ(跳び箱で横跳び越し)

＠  鬼飾
2

大きく前ころがり

ﾚう・盗

大きく後ろころがり

ﾋ鵠，

3

しゃがんだ姿勢からの片膝立ち

ﾌ側方ころがり

J，
②風車(跳び箱に手をついて回

?

＠     1   、

3

灘面ころがり       垂 いろいろな手のつき方で後ろ

ｱろがり

ｱ2

③風車(半倒立で跳び箱を越し

ﾄ回る)

載，
4

斜面を利用した側方ころがり

  沸

ﾕ. 
＼ 撚嘉・豊

4

5

マットや跳び箱の段差を利用し

ｽ側方ころがり
??》        ρ   . 

④マットの上での風車

足を開いて

Oころがり

＠   鐵誌 審鋸魅
鰐 、f

6

平面マットでの側方ころがり

ﾇ塾脚臨虚 3

やや体を伸

ﾎした円盤

�?ゴム

ﾐもの利用)1

5

足を閉じて

Oころがり

D《辱

茎葉・豊

t》・締魅
足を前後に開いて

Oころがり

足を前後に開いて

繧?ｱろがり
腕立て倒立での川とび

ジ ヤ ン プ遊 び
4

6

軸些 瞬 義

1

その場で

ьq腫暴
｣～望塗⑤上下

5

直線上の側転

` 1童
7

小またで歩いて

Oころがり

小またで歩いて

繧?ｱろがり

譲輸膨 酵煮岱

2

かかえ込み

ｸ鯛 6

嚢足を合わ喩ヲ
8

大またで歩いて

Oころがり

v飛為紮

大またで歩いて

繧?ｱろがり

ｷ斧(秦傘

3

そり

ｸ》
7

回転〟?回転
＠  ②半回転

＠       →

9

ジャンプを入れて

Oころがり

ジャンプを入れて

繧?ｱろがり

＠  溺
感う.     1

4

大の字

＠ A
翼 8

左右開脚

＠      脅
斜面を利用して

Oころがり

斜面を利用して

繧?ｱろがり

10

前後開脚 鍵輸瀞
5

ず農条 高い所へ体をひき上げて前こ

?ｪり9

屈伸

＠とう

^ッチ

A脚下

^ッチ. 

ド礁夢
11

癖あ蝦鞭為

落差を利用して

繧?ｱろがり

熬{蜘1
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(2)器械運動領域におけるマット運動

 〟落qどもの発達特性とマット運動

 高学年から中学校までの発達の特徴として、骨格が伸び、筋肉が肥大し、呼吸循環器の

発達の著しさがあげられる。さらには、身体運動に力強さや粘り強さが加わるようになる。

また、神経系の発達と関連させるならば、その発達がほぼ完成するころになって、骨格・

筋肉系の発達が急になる。特に、高学年の児童の特徴は、〟嵐j子は筋力系、女子は柔軟性

が発達し男女の差がはっきりしてくる。 ②身体は順調な発育を示し、特に女子の発育成

長が著しい。 ③知識欲が旺盛となり科学的、論理的に思考できるようになる。 ④社会

性の発達が促進される。などである。中学年までは男女差は特別な子どもを除いてさほど

見られないが、高学年においては一般的な差として現われはじめる。また、マット運動に

おいては、高学年になるまでに十分感覚づくりがなされていないとはっきりとした個人差

となって現われてくる26)。

 マット運動は数多くの技から成り立っているが、それらの技はバラバラに存在するので

はなく、運動形態が類似する基礎技、類似技(フメ翼~リー)、応用技、発展技などの系や

群にまとめることができる。学習指導にあたっては、技の発展性が豊かな技群を取り上げ

るようにし、その技群の系統性に即して、単純な技(やさしい)から複雑な技(むずかし

い)へと段階的に学習させるとよい。しかし、マット運動の技能的な個人差は大きく、す

べての子どもに等しい課題を設定することは困難である。そのため、個人のレディネスに

応じた適切な課題を設定したり、個人の能力や関心に応じて取り組むべき技が選択できた

り、個人の能力に応じたペースで学習に取り組むことができたりするなどの学習指導の工

夫が必要である。このように、マット運動の指導では、一方では個別化の原則を認めっっ、

他方では系統的に学習させるということが課題になる。この二つの課題を同時に満たすた

めには、それぞれの徹底したスモールステップの系統的学習課題(学習資料として)を提

供することが大切である27)。

 ②マット運動の運動課題づくり

 具体的にマット運動の「技」の効率的な達成を目指した、系統的な運動課題を検討して

いく。ただし、低学年～中学年において、基礎的な運動感覚を身につけていることを前提

として考えている。

 さて、マット運動の「技」の体系や系統は、これまでにもさまざまなものが紹介されて

きている28)29)30)。ここでは、それらを参考にしながらも、独自の視点から個々の「技」を

考氏翌ｵ、系統性をもって配列された運動課題の設定をねらっている。 そして、次のよう

な視点から分類を考えた。

1)マット運動の「技」は、その運動経過の特徴から2っの大きな系統にまとめることが

できる。すなわち、前方や後方や側方に回転する「技」をまとめて「回転系」とし、倒立

をしたり、巧みなジャンプを示す「技」を「巧緻系」としてまとめることができる31)。

 回転系の技の系統は、どんな条件で回転するかによって、〟欄]がって回転する群 ②手

と足で回転する群 ③空中で回転する群 の3っの技群に分けられる32)。

 巧緻系の技の系統は、その運動の示す特徴的な構造にしたがって、〟藍ｽ均立ち群 ②腕

立て支持群 ③跳躍群 ④柔軟群 の4っの技群に分けられる33)。

 そこで、それぞれの技群でピックアップする「技」を指導書に例示された全部(19種類)

と、これまでの経験や先行研究より小学生として達成が可能と思われる「技」の14種類の

合計33種類とする。

一 147 一



2)回転軸のとり方の違いにより分類した。この分類は、Aにおいてのみ適用(Bはすべ

て回転しない技群であるので)される。回転の軸の考え方は、〟酪繪ｺ回転軸『「頭のてっ

ぺんから下肢へ槍をさす」(このときの回転は横転になる)』、②左右回転軸「「槍をわ

き腹からさす」(このときの回転は前転・後転になる)』、③前後回転軸『「真正面のお

なかから槍をさす」(このときの回転は側転になる)』ことを想定して分類される。「マッ

ト遊び」や「マット運動」の指導に際しては、「回転の軸」を常に意識し、一つの転がり

方や回転だけでなく、いろいろな動きや技の広がりを考慮して指導することが大切であ
る34)。

3)回転・運動の方向(前・後・横)により分類する。Aでは回転の方向として捉えられ
る。

 以上のように分類したものをまとあると、表3-1のようになる。なお、矢印は「技」

の発展を表す。

表3-1 「マット技」の系統的分類と発展性

A) 回転系

前 方 後 方 側 方〟乱g

(前ころがり) (後ろころがり) (横ころがり)

体

↓ ↓ ↓

が
前転 後転 側転

↓ ↓

接

触
開脚前転 開脚後転

↓ ↓

す

る
伸膝前転 伸膝後転

↓ ↓

群
跳び前転 後転倒立

②
はねおき群 倒立回転群 倒立回転跳び群

手転 首はねおき 前方倒立回転→側方倒立回転 前方倒立回転跳び
とす ↓ ↓

足る

で群 頭はねおき 側方倒立回転1/4ひねり後ろ向き

回 (ロンダード)   ↓

側方倒立回転前ひねり

③空中で回転する技群 i (宙返り系)

B) 巧緻系

直立位片足平均立ち系 水平位片足平均立ち系 倒立系

片足前あげ群 正面群(水平バランス) 首倒立
平 ↓ ↓ ↓

均 片足横あげ群 側面群(横水平バラ ンス) 頭倒立

立
↓

(斜前倒バランス) ↓

ち 片足後ろあげ群 ↓

前腕倒立

群 背面群
↓

倒立
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②腕立て支持群    i片足旋回(右足左旋回→右足右旋回→左足左旋回)

③跳

伸身跳び (そりジャンプ→大の字ジャンプ→回転ジャンプ)

躍
↓

群
振上げ跳び(前後開脚ジャンプ→左右開脚ジャンプ→屈身ジャンプ)

ｫ開脚跳び(前後開脚ジャンプ→左右開脚ジャンプ)

④ 脊柱柔軟系 股関節柔軟系
柔 開脚二二   立膝後屈(立膝ブリッジ)
軟群

前屈座      ↓

＠↓    立位後屈(ブリッジ)

立位片足挙 前後開脚座

iY字)    ↓

開脚閉脚
左右開脚座

前屈立

 ③本論における「技」の系統性

 これまで検討した結果をもとにして、本論で取り上げたマット運動の「技」の系統の全

体図を「前転フメ翼~リー」(接触回転という課題をもった技のうち、左右軸のまわりに前

方に回転する技のフメ翼~リー)、「後転フメ翼~リー」(後方かかえこみ接触回転に運動類縁

をもつ技のグループ)、「はねおきフメ翼~リー」(すべてのはねおき技に共通している特徴

ミリー」、「前方倒立回転跳びフメ翼~リー」の5っのフメ翼~リーに分けて示すことにする。

 特に、「倒立」→「側方倒立回転」、「ブリッジ」→「首はねおき」→「頭はねおき」を

「前方倒立回転跳び」の基礎技能や予備技として位置づけ、系統性や発展性を考慮して構

成してみた。また、それぞれ取り上げた「技」が達成できるように、基礎技能や予備技を

含めてやさしい運動から高度な運動まで系統的にスモールステップで仕組み、能力の高い

子も低い子もそれぞれの段階で課題をもって取り組むことができるようにした。また、こ

こでは巧緻系の技群は準備的段階(基本の運動)としてのマット遊びのときに取り上げた

ので、回転系の技群だけを取り上げることにする。

 なお、イラストは準備的段階(基本の運動)としてのマット遊びのときと同様に藤井、

大貫35)と立木36)の示したものを引用・参考とした。

《ゆりかご》 《前ころがり》

〟翌ﾐざをかかえたゆりかご

     ・

②手をひざにあてたゆりかご

     ，

③斜面を利用したゆりかご

     ・

④背支持倒立からのゆりかご

〟酪ｬさくころがる(しゃがんだ姿勢から)

     ・

②大きくころがる(立った姿勢から)

     ・

③手をつかないで前ころがり

     ・

④足を開いて前ころがり
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↓↓

⑤しゃがんだ姿勢からのゆりかご

     ↓

D足を閉じて前ころがり

⑥ゆりかごから手をつかないで立つ

     ↓

E足を前後に開いて前ころがり

     ↓

F小またで歩いて前ころがり

＠    ↓

⑧大またで歩いて前ころがり

＠    ↓

⑨ジャンプを入れて前ころがり

＠    ↓

⑩下り斜面を利用して前ころがり

＠    ↓

⑪高い所へ体を引き上げての前ころがり

(マット3枚重ね)

      ↓

K高い所から下へ向かって前ころがり

(跳び箱1段から)

1
1

i 1 1 1

〟濫w支持倒立から 〟卵蛯ﾜたや小また 〟濫w支持倒立から 〟濫w支持倒立と体

足を大きく振り 歩きから手を遠 開脚座り 前屈の反復練習

出して立っ くに着いた前転

並墨 或 勘藤 、漏 論
↓ ↓ ↓ ↓

②大また歩きから ②友達一人(腹ば ②背支持倒立から ②体前屈の姿勢か

前転 い、四っんばい) 開脚腰浮かせ らの起き上がり

κ蕩弐
を跳び越しての

O転 激幽訟藍
練習

浦ノ鼠
↓ ↓瑠 ↓ ↓

③両足立ちから大 ③2，3歩助走し ③背支持倒立から ③マツ トを重ねた

きな前転 ての跳び込み前 開脚立ち 高さでの伸膝前

騨1翻
転     ダ

認劔蟹
転

    一

u駄菰 《1、隷 鑑仮産
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    ・

④前転からの倒立

ptte
↓血

⑤倒立前転

《倒立前転》

《ゆりかご》

    ・

④友達二人(腹ば

 い、四つんばい)

 を跳び越しての

 前転

    ・

⑤友達三人(腹ば

 い、四つんばい)

 を跳び越しての

 前転

    ・

⑥大きな伸身(体

を伸ばした)での

跳び込み前転

    ・

④落差を利用した

 開脚前転(縦の

 跳び箱、ロール

マット

    ・

⑤下り斜面を利用

 した開脚前転

    ，

⑥平らなマットの

 上での開脚前転

    ・

⑦手で押さえない

 で立つ開脚前転

N

《跳び前転》      《開脚前転》

図3-1 前転フメ翼~リーの系統性

         《後ろころがり》

    ・

④下り斜面を利用

しての伸膝前転

     ボ

    ↓

⑤平らなマットの

上での伸膝前転

《伸膝前転》

〟藍Gをかかえたゆりかご

    ・

②手を膝にあてたゆりかご

    ・

③斜面を利用したゆりかご

    ・

④背支持倒立からのゆりかご

〟酪ｬさく後ろころがり

      ・

②大きく後ろころがり

      ，

③いろいろな手のつき方で後ろころがり

      ・

④足を開いて後ろころがり
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    ・

⑤しゃがんだ姿勢からのゆりかご

    ・

⑥ゆりかごから手をつかないで立つ

      ・

⑤足を閉じて後ろころがり

      ・

⑥足を前後に開いて後ろころがり

      ・

⑦小またで後ろに歩いて後ろころがり

      ・

⑧大またで後ろに歩いて後ろころがり

      ・

⑨ジャンプを入れて後ろころがり

      ・

⑩下り斜面を利用して後ろころがり

      ・

⑪落差を利用して後ろころがり

〟翌艪閧ｩごから足を開い

 て立つ

幾脇弧
     ・

②下り斜面を利用した開

 脚後転

     ・

③重ねたマットでの開脚

後転

     ・

④しゃがんだ姿勢から膝

 を伸ばして開脚後転

〟翌艪閧ｩごから足を閉じ

 て立つ

     ，

②下り斜面を利用した伸

 膝後転

     ・

③重ねたマットからの伸

 膝後転

     ・

④しゃがんだ姿勢からの

 伸膝後転
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〟乱L膝後転

      g

②足を手より遠くに降ろ

  した後転(50cm～1m)

     s

③跳び箱(縦1段)また

 は重ねたマットの上か

 ら腰のはね上げ動作を

轍璽…塗

     ・

④あおりを使って後転倒

 立(私議からの倒立)



     ・

⑤直立の姿勢から膝を曲

 げないで開脚後転

《倒立》

《開脚後転》

       “      H       i

  ⑤直立の姿勢から膝を曲    ⑤直立の姿勢から膝を曲

   げないで伸膝後転       げずに後転倒立

     《伸暢後転》          《後転倒立》

図3-2 後転フメ翼~リーの系統性

《側転遊び》        《ブリッジ》

〟濫w支持倒立

  ・

②かえるの逆立ち

  ・

③かえるの足たたき

  ・

④頭倒立(3点倒立)

  ・

⑤壁のぼり逆立ち

  1

⑥壁逆立ち

  ・

⑦壁逆立ち片手離し

  ・

⑧補助倒立

  ・

⑨倒立歩き

  ・

⑩倒立(倒立静止)

〟翌､さぎ跳び

     ・

②かえる逆立ち

     ・

③かえるの足たたき

     ・

④川跳び

     ・

⑤風車

     ・

⑥川跳び側転

     ・

 《側方倒立回転》

⑦直線上の側転

     ・

⑧片手側転

     ・

⑨ホップ側転

     ・

⑩ホップ側転後ろひね

り(ロンダード)
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〟翼uリッジ(仰向けの姿勢)

       ・

②逆ブリッジ(腹ばいの姿勢)

       ・

③膝立ち姿勢からのブリッジ

       ・

④開脚立ち姿勢からのブリッジ

       ・

⑤倒立からのブリッジ

       ，

⑥ホップ・ブリッジ

       ・

⑦ランニング・ブリッジ

《首はねおき》

〟嵐ｵび箱(縦)の上からはねあげ

 て立つ

≦塗
       ・

②跳び箱の上からはねあげてそっ

 て立つ



     ・

⑪ホップ側転前ひねり

璽

       ・

③重ねたマットの上での首はね起

 き

       ・

④平らなマットの上での首はね起

ぬ」鐘
《頭はねおき》

::灘;::識擁、麟遡

(しゃがみ立つ)

m二二∠蛭
       ・

驚こ醗ll翻盤
《前方倒立回転跳び》

〟卵魔闕桙�ﾅ倒立前転

②跳び箱(縦)↓ ﾌ上から倒立しておりる盛

      ・

③跳び箱(横1段)で前方倒立回転跳び(両足踏み切り)

      ・

④平らなマットで3歩助走からホップして前方倒立回転跳び

(片足踏み切り)

      ・

驚蕪罵㍗ ％

    ｛xYptS

1，6g1iiii，

図3-3 前方倒立回転跳びにつながる技の系統性
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4 まとめと今後の課題

 以上のように、マット運動の「技」について、現行の学習指導要領や指導書体育編を批

判的に検討し、子どもの発育・発達段階との関係、構造的特性とその系統性を考氏翌ｵてき

た。そして、これまでの先行研究や指導経験をもとにして、小学校での指導に適している

と考えられるマット運動の「技」の系統的な課題づくりを試みた。その結果、次のような

ことが明らかになった。

〟?子どもの身体の発達・発達特性から、小学校低学年～小学校中学年期は、腕支持の感

 覚や逆さ感覚、背中をそらせたり丸めたりする感覚、重心移動の感覚といった身体知覚

 能力の習得に最適な時期であると考えられる。そして、この時期における各種の運動感

 感づくりが、マット運動(器械運動)には重要であるということが確認できた。

  次に、小学校中学年～小学校高学年期は、低学年期に体得した基礎的能力をもとにし

 て「技」の完成度を高める最適期であり、発展的な技や組合わせ技・連続技を教材とし

 て有効に活用することが重要であると考えられる。

②現行の学習指導要領や指導書体育編では理解しずらかったマット運動の「技」を、そ

 れぞれのもつ構造的特性に着目し、運動感覚、回転軸のとり方、回転の方向という3つ

 の視点から系統的に整理。分類した。そこでは、指導書体育編に例示されている「技」

 に、小学校段階で達成可能と考えられるいくつかの技を付け加えた。そして、それらの

 「技」の構造的なまとまりや発展の道筋を、思案の段階ではあるが示すことができた。

 これによって、「技」の構造的共通点・相違点の把握や「技」のつながりの理解の手助

 けをしたり、指導の手順づくりの参考にしたりすることができると思われる。

③本論で試案として示した運動課題を実証的に検討し、その妥当性や有効性を明らかに

 しなければならない。そのためには、研究の次の段階として、1年生から6年生までを

 見通した各種の「技」の指導体系を明確にすることが必要である。なぜなら、本論では

 「準備的段階の運動は、感覚づくりを主として、低学年～中学年期に適している」「中学

 年～高学年期は、技の完成度を高ある」として「技」を整理・分類しているにとどまり、

 より具体的な指導学年や指導順序は示していないからである。学校現場の実情に対応し

 た、学年別指導体系というもう一歩踏み込んだ形での提案・実践をしなければならない

 と考える。そういった実践の積み重ねによって、個人差はあるものの、「何を」「いつ」

 「どのように」指導したらよいのかが一層明らかになるであろう。

④ 「技」の構造的特性を一つ一つの要素に分解し、「技」を達成するためのより細かな、

 そして、子どもに応じたスモール・ステップを開発してみた。やさしい運動から高度な

 運動までを系統的に仕組み、能力の高い子も低い子もそれぞれの段階で取り組む「技」

 の特性に触れる楽しさを味わうことができるようにした。

  しかし、この「技」のスモール・ステップも実証的に検討し、その妥当性や有効性を

 明らかにしていかなければならない。

⑤本論では技の組合せを取り上げていない。マット運動は「技」ができるようになるこ

とにとどまらず、一つの技(単技)と一つの技(心技)の組み合わせによって、表現でき

るという面白さがある。「技」ができる面白さだけでなく、技の組み合わせによる連続技

を「創る」面白さ、連続技によって「表現する」面白さを味わわせるために、「技」の組

合せの段階的検討も次の課題としてあげられる。
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